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びわこ学院大学
榎本ゼミによる

オレンジリボン運動
びわこ学院大学 教育福祉学部 榎本ゼミ 三回生
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（オレンジリボンマン）
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「滋賀県？ああ、琵琶湖ね」
なんて思ってませんか？
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びわこ学院大学
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榎本ゼミでの活動について

４月 コロナ禍でできることについてゼミで考える

５月 新型コロナウイルスについての紙芝居動画の作成

６月 紙芝居動画を大学公式YouTubeチャンネルに公開

榎本ゼミのInstagram開設

７月 親子に向けたオレンジリボン運動のイベントを計画

８月 第一回オリジナルエコバッグ作成イベント打合せ

９月 イベントの準備

10月 第一回オリジナルエコバッグ作成イベント（八日市）
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榎本ゼミでの活動について

11月 第二回オリジナルエコバッグ作成イベント（近江八幡）

12月 滋賀報知新聞による取材を受ける

◆主な取り組み

①新型コロナウイルスの状況を子どもたちにわかりやすく伝え
るための紙芝居動画の作成とYouTubeでの公開

②オレンジリボン運動啓発用Instagramの開設と運営

③子どもの足がたを用いたオリジナルエコバッグの作成イベン
ト（計２か所）
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啓発活動に向けての事前学習

◆児童虐待及び子育て家庭の現状について学習

①児童相談所での児童虐待相談対応件数 ＋21.2％（2019）

②子育てに充実感を感じている 85.8％

子育てに自信が持てている 32.7％

◆新型コロナウイルスが子育てに与えた影響についての理解

①「子どもの見守り強化アクションプラン」

②令和２年度第二次補正予算において、「子ども食堂や子ども
に対する宅食等の支援を行う民間団体等の取組への支援」な
どの取り組み

子育てに自信が
持てていない
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啓発活動内容
新型コロナウイルスについての紙芝居動画の作成

◆紙芝居作成に至るまでの検討

・自粛要請中に自分たちのできること
・子どもたちが現状を理解できないまま自粛生活に入って
いるのではないか

・幼児（主に３～５歳）向けの新型コロナウイルスの現状
を把握するための紙芝居の作成
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啓発活動内容
新型コロナウイルスについての紙芝居動画の作成

◆紙芝居作成の流れ

①ストーリー案の作成
②内容の精査
③絵の作成
④音声録音
⑤動画の完成
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啓発活動内容
新型コロナウイルスについての紙芝居動画の作成

◆YouTubeでの公開

びわこ学院大学公式
YouTubeチャンネル
「びわ学チャンネル」にて
紙芝居動画の公開（6.26）
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啓発活動内容
オレンジリボン運動啓発用Instagramの開設と運営

◆アカウント開設に至るまでの検討

・オレンジリボン運動の目的の１つである、オレンジリボン
を広めること

・SNSを用いた啓発運動の実施
・自分たちと同年代の若者に関心を持ってもらいたいという
意図のもと、Instagramでの啓発運動
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啓発活動内容
オレンジリボン運動啓発用Instagramの開設と運営

◆Instagramの運営

・日常にあふれるオレンジ色の画像を投稿
・「＃オレンジリボン運動」などハッシュタグの利用
・継続的に公開することで、年間を通しての啓発活動
・ゼミでのオレンジリボン運動の内容についての公開
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啓発活動内容
オレンジリボン運動啓発用Instagramの開設と運営

◆アカウントの現状
（2021.1.15現在）

・投 稿 数： 176
・フォロワー： 107
・応援メッセージや、卒
論の協力依頼などの、
啓発の成果も見られる
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啓発活動内容
オリジナルエコバッグ作成イベント

◆イベント計画の経緯

・親子が楽しめるイベントが中止・縮小される中で、十分な
コロナ対策を行った上での活動が求められる

・昨年度のベイビーインカーステッカーづくりイベントを発
展させたイベント
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啓発活動内容
オリジナルエコバッグ作成イベント

◆イベントの事前準備

①試作品の作成
②活動参加者募集のためのポスター作製
③オレンジリボン運動に関する文書の作成
④ゼミのInstagramの紹介名刺
⑤アンケート用紙の作成
⑥その他当日に必要な備品等の準備
⑦オリジナルTシャツづくり
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啓発活動内容
八日市子育て支援センターでの活動

◆当日の概要

①イベント実施者
学生２名、教員１名、子育て支援センター職員、
子ども相談支援課職員、こども未来ちゃん

②イベント参加者
親子 27名



×

啓発活動内容
八日市子育て支援センターでの活動

◆当日の流れ

①体温チェック
②インクの色を選んでもらい
布製のバッグに足形をつける

③後日引き換えのための引換券を渡す
④アンケートの記入
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啓発活動内容
はちはぴひろば（近江八幡）での活動

◆当日の概要

①イベント実施者
学生４名、教員１名、
子育て支援センター職員、

②イベント参加者
親子 27名
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啓発活動内容
オリジナルエコバッグ作成イベント

◆イベントの様子

・「ハート型にしたい」、「左右違
う色にしたい」など、参加者の積
極的にイベントに参加する様子が
見られた。

・最年少は生後１か月から最年長は
空き枠への飛び入り参加の小学生
まで幅広い年代の参加。
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啓発活動内容
オリジナルエコバッグ作成イベント

◆アンケートの結果

問１ 「オレンジリボン」を知っていますか
はい 52％ いいえ 45％

昨年 はい 39％ いいえ 61％

→ オレンジリボンの普及活動は効果的であると言える
今後も継続していきたい
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啓発活動内容
◆アンケートの結果

問２ 育児や家事など、どのように分担されていますか
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→昨年より増して子育てにおける母親の比重が多くなっている

2

8

6

9

6

1

0

2

4

6

8

10

50% 60% 70% 80% 90% 100%

母親が担う育児の割合(2019年)



×

啓発活動内容

◆アンケートの結果
問３ 育児に対してストレスを感じることはあるか

よくある５名 たまにある21名 あまりない４名 まったくない３名

→大半がストレスを感じている

問４ どのような支援があれば嬉しいか
・相談に乗ってくれる機関
・子どもと楽しめるイベント
・無料の託児所 →ストレス発散ができる機会が求められる
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啓発活動内容

◆アンケートの結果
問５ 感想

・記念になり嬉しい（14件）
・楽しかった（4件）
・バッグが実用的である
・大学生が優しかった 等

→親子にとって楽しめるイベントであり、また大学生にとっても
親子と直接触れあえる貴重な機会となった。
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感想・今後の課題

・保護者に接して子育て支援の思いが強くなった。

・保護者は子育ての様々な悩みやしんどさを抱えていることを
知った。

・表面上は分からないしんどさや悩みを感じ、子育て支援の学び
になった。

・支援の場に来ることのできない保護者に、アウトリーチするこ
とが必要。
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＠orangeribbon_man


